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国立研究開発法人 建築研究所と共同研究「北海道想定地

震に対応した住宅等の復旧・耐震改修技術の開発」を開始

しました。 

 

◆ 概 要 

◆同時配布先 

 上川総合振興局記者クラブへ同時配布 

 

 

プレスリリース  Press Release 

平成30年北海道胆振東部地震では、古い木造住宅や耐力要素である壁が偏在しやすい店舗併用住

宅が多く被災し、その構造や被害の特性を考慮した復旧技術や事前の耐震改修等が改めて求められて

います。今後も道内各地で被害が大きな地震が想定されており、住宅等の耐震改修を推進するために

は、北海道の住宅等に適応した耐震性能の向上および効果的かつ低廉な耐震改修技術の開発や地震防

災意識の向上等が必要とされています。 

そこで、これまでに蓄積されてきた知見・基盤データに基づき、胆振東部地震における住宅等の被

害調査・復旧支援活動で得る新たな知見等を加えながら、住宅等の耐震性向上に向けた復旧・耐震改

修技術を開発するとともに、被害低減効果を明らかにしその普及展開のための方策を提案することを

主な目的として研究開発を実施することと致しました。 

・胆振東部地震における被害解析に基づく復旧・耐震改修技術の開発等 

・復旧・耐震改修技術の普及展開方策の提案 

 なお、建築研究所と当建築研究本部は、共同で胆振東部地震における住宅等建築物の被害調査を実

施しており、建築被害の原因・対策等研究について意見交換を重ねてきました。 

今回の共同研究は、令和元年度から当本部が調査等に取り組んでいる研究課題において、道内の被

災地外における老朽化した木造住宅においても、外観目視調査と壁の中の柱・はりなどの腐朽状況も

調査する予定です。壁の中の腐朽状況が、外観の目視調査から予想できれば、住まい手の危険性把握

に役立つほか、道内の木造住宅等での効率的な耐震改修工事につながると考えています。 

詳しくはこちらへお問い合わせください。 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構（道総研） 

建築研究本部北方建築総合研究所 企画調整部企画課（担当者：高倉） 

TEL：0166-66-4218 E-mail：nrb@hro.or.jp ※平日８：４５～１７：３０ 



・胆振東部地震の建物被害記録と被害解析に基
づく住宅等の復旧･耐震改修技術の開発

・復旧･耐震改修技術の普及展開方策の提案
（普及啓発と建主への改修・建替等の判断材
料の提案）

・平成３０年９月６日に発生した胆振東部地震
では古い木造住宅や壁配置のバランスの悪い
店舗併用住宅が多く被災

・今後も道内各地で被害が大きな地震の発生が
想定されている

・被害想定だけではなく、道内の住宅等に適応
した耐震性能の向上および復旧の早期化と防
災力向上への取組が課題

胆振東部地震では、木造住宅等の被害調
査を建築研究所と共同で実施しました。
被害住宅の特徴として、開口下部の下地板
や柱脚部などの普段見えない部分に腐朽が
確認され、被害に影響を及ぼしています
（写真1～3）。

本研究では、道内の被災地外における老
朽化した木造住宅においても、外観目視調
査と、壁の中の柱・はりなどの腐朽状況を
調査する予定です。壁の中の腐朽状況が、
外観の目視調査から予想できれば、住まい
手の危険性把握に役立つほか、道内の木造
住宅等での効率的な耐震改修工事につなが
ると考えています。

写真１ 柱材の腐朽

北海道想定地震に対応した住宅等の復旧・耐震改修技術の開発

背景と目的

研究項目

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究本部 Building Research Department, HRO

図２ メイリオ太字32pt、センタリング
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写真2 開口下部の下地板の腐朽

写真3 柱脚の激しい腐朽
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